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一般社団法人岡山県手をつなぐ育成会

○会長就任挨拶

　前会長　お礼

○ごあいさつ

　岡山県障害福祉課　坂本洋介課長

○令和５年度事業計画

○新役員紹介

○研修会予定

○障害者虐待防止法について

○令和５年度の育成会大会

○愛の募金

　スペシャルオリンピックス
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第
七
十
六
回
岡
山
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
総

会
に
お
い
て
、
八
年
間
会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
日
下
功
会
長
が
退
任
さ
れ
、
後
任
と
し
て
私

が
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
長
期
に
わ
た

り
育
成
会
活
動
の
推
進
、
障
害
の
あ
る
方
の
福

祉
の
向
上
に
御
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
日
下
会

長
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
歴
代
の
会
長
の
よ

う
な
知
識
も
経
験
も
な
い
わ
た
し
で
す
が
、
役

員
や
会
員
の
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら

一
生
懸
命
が
ん
ば
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今

後
と
も
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
三

年
余
り
、
育
成
会
で
も
中
止
に
な
っ
た
大
会
や

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
研
修
な
ど
形
を
模
索
し
な
が

ら
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
五
月
八
日

か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
五
類
と
な
り
普
通
の

生
活
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
福
祉
現
場
で

は
ま
だ
コ
ロ
ナ
前
同
様
に
動
け
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
育
成
会
は
本
年
度
も
感
染
防
止
対

策
を
続
け
な
が
ら
、
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

「
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
お
互
い
に
手

を
取
り
合
っ
て
進
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
お
　
礼

　
　
　
　

前
会
長　

日　

下　
　
　

功

　

五
月
二
十
九
日
の
総
会
に
て
会
長
を
辞
任
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
四
期
八
年
間
、
大
過

な
く
会
長
職
を
全
う
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
偏

に
会
員
の
皆
様
、
役
員
の
皆
様
、
事
務
局
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
お
か
げ
と
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

顧
み
れ
ば
、
年
二
回
行
っ
て
い
た
定
期
総
会

を
五
月
末
の
一
回
と
し
、
会
議
の
効
率
化
を

図
っ
た
こ
と
、
経
理
面
で
は
毎
年
の
よ
う
に
続

い
て
い
た
赤
字
解
消
の
た
め
、
会
費
の
値
上
げ

や
旅
費
の
減
額
に
よ
る
経
費
の
削
減
を
図
っ
た

こ
と
な
ど
が
思
い
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

　

活
動
面
で
は
、
最
後
の
三
年
間
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
あ
り
、
多
く
の
事

業
の
実
施
に
支
障
が
生
じ
ま
し
た
。
県
大
会
も
、

令
和
二
年
に
は
笠
岡
大
会
を
中
止
に
し
、
翌
年

に
午
後
の
み
の
開
催
で
行
う
な
ど
育
成
会
活
動

の
継
続
に
不
安
が
続
く
三
年
間
で
し
た
。

　

現
在
は
五
類
の
感
染
症
と
な
り
、
社
会
規
制

も
緩
和
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
早
く
コ
ロ
ナ
禍
前

の
日
常
を
取
り
戻
し
、
田
中
会
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
に
育
成
会
活
動
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健

康
と
御
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
お
礼
と
い

た
し
ま
す
。

会長就任にあたって
岡山県手をつなぐ育成会長　田　中　美保子
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ご
あ
い
さ
つ

岡
山
県
子
ど
も
・
福
祉
部
障
害
福
祉
課
長

坂
　
本
　
洋
　
介

　

今
年
度
、
岡
山
県
障
害
福
祉
課
長
の
任
に
就
い
て
お
り

ま
す
坂
本
と
申
し
ま
す
。

　

平
素
か
ら
岡
山
県
の
福
祉
行
政
推
進
に
つ
き
ま
し
て
、

格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
社
団
法
人
岡
山
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
知
的
障
害
や
発
達
障
害
の
あ
る
人
が

豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
と
そ
の
福
祉
の
増
進
を
理

念
と
し
て
、
社
会
啓
発
、
福
祉
相
談
、
社
会
参
加
促
進
な

ど
の
様
々
な
事
業
を
展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

皆
様
方
の
御
努
力
と
熱
意
あ
る
活
動
に
対
し
、
心
か
ら
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
本
県
で
は
、
す
べ
て
の
県
民
が
明
る
い
笑
顔
で

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
「
生
き
活
き
岡
山
」
の
実
現
の
た

め
、「
第
３
次
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
生
き
活
き
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、「
教
育
県
岡
山
の
復
活
」、「
地
域
を
支
え
る

産
業
の
振
興
」、「
安
心
で
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
地
域
の

創
造
」
の
３
つ
の
重
点
戦
略
を
も
と
に
各
種
施
策
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
令
和
３
年
３
月
に
策
定
し
た
「
第
６
期
岡
山

県
障
害
福
祉
計
画
・
第
２
期
岡
山
県
障
害
福
祉
計
画
」
が

最
終
年
度
を
迎
え
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
の
地
域
生
活
移

行
の
促
進
、
就
労
移
行
の
促
進
及
び
所
得
の
向
上
、
必
要

な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
見
込
量
の
確
保
、
障
害
の
あ

る
子
ど
も
の
支
援
並
び
に
人
材
の
養
成
・
確
保
と
資
質
の

向
上
等
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ

の
取
り
組
み
の
総
仕
上
げ
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
多
様
な
障
害
の
特
性
を
理
解
し
た
上

で
、
障
害
の
あ
る
人
が
困
っ
て
い
る
と
き
に
必
要
な
配
慮

を
実
践
す
る
「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
」
の
推
進
に
つ
い
て

は
、既
に
約
３
万
１
千
人
の
方
々
に
「
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
」

研
修
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
組
織
ぐ
る
み
で
取
り
組
む

「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
企
業
・
団
体
」
も
本
年
３
月
末
現
在
で

１
２
９
団
体
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
一
般
社
団
法
人
岡
山
県
手
を
つ
育
成
会
の

皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
関
係
の
方
々
と
の
協
働
を
基
本
と
し

な
が
ら
、
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と

な
く
、
す
べ
て
の
県
民
が
明
る
い
笑
顔
で
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
「
生
き
活
き
岡
山
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
貴
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展

と
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
御
健
勝
と
御
活
躍
を
心
か
ら
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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令和５年度　事業計画
今年度のテーマ　☆ウイズコロナの時代に育成会活動のあり方を考える

　　　　　　～育成会活動の「地域の核」と仲間への働きかけ～
〔基本方針〕
１　３年以上にわたる新型コロナウイルス感染拡大により、長い間、県育成会も地域の親の会も活動も縮

小せざるを得ない状況にあった。現在はウイズコロナの時代と言われるようになり、新型コロナウイル
スも感染症法の５類になることが決まり、社会活動の制限が緩和される方向になってきた。新型コロナ
ウイルス感染の心配が続くことも予想されるが、地域連絡協議会を核にした活動により、徐々にコロナ
以前の活動に戻していきたい。

２　第４３回手をつなぐ育成会岡山県大会を高梁市で開催する。今回は高梁市／新見市の育成会合同によ
る開催とし、障害のある人達が地域で自立的に生活するために必要な支援について考えたい。
　県大会の参加者が減少傾向にある。大会の開催が育成会活動の活性化になるよう会員への参加を働き
かけたい。

３　障害福祉などに関する国・県の動向について、研修会・ＨＰなどで適切な情報提供を行いたい。
　研修会については、「高齢化」、「権利擁護」、「知的／発達障害の理解・支援」などをテーマに開催
したい。
　なお、会議・研修会の形態については対面方式とし、感染状況によっては「会場参加とオンライン参
加」のハイブリッドの形態を考えたい。

４　障害のある人や家族、地域のニーズに合った要望活動を進めるために、県下各地の育成会･親の会な
どから要望事項を集めたい。また、全国手をつなぐ育成会連合会の一員として、全国の仲間と連携して
障害のある人たちの生活を守る運動を進めていきたい。

５　会員の高齢化が進み育成会活動への参加者が減っていること、新規加入会員が増えないことの問題が
提起されて久しい。活動の維持・継続のためにも、事務局・県役員が中心になって地域（地区）連絡協
議会、特別支援学校・学級の保護者へ育成会活動や障害福祉に関する情報提供を行う場をつくりたい。

６　特定保険業の廃止（令和７年３月３１日）まで、おかやま福祉互助制度の保険金給付の申請に漏れが
ないよう情報提供に努めたい。

第76回総会
　令和５年５月２９日に、きらめきプラザで第７６回総会を開催しました。
　コロナ禍で活動を自粛せざるを得なかった３年間でしたが、昨年度は復活した会議もあり、徐々にコロ
ナ禍前の活動が戻ってきたように思います。
　今年度は役員改選の年になり、総会で新役員が決まりました。役員一同協力して育成活動を推進してい
きたいと思いますので、会員の皆様のご協力、ご支援をよろしくお願いいたします。
　総会資料については育成会のホームページに載せていますのでご覧ください。

地域で会員が集まること

ができる年にしましょう。

地域の活動の核を！

県大会を高梁市で開催

　　多くの方の参加を！！

・・地域で自立的な生活を

送るために必要なことは・・

研修会の開催

「高齢化」

　「権利擁護」

　　「理解・支援」

忘れている保険金給付

申請はありませんか。

（互助制度）

会員募集！！

　☆育成会活動理解の

働きかけ

地域からの「要望事項」を

聞かせてください。
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〔
新
役
員
〕

会　

長　

田
中
美
保
子
（
東
備
地
域
）

副
会
長　

二
木　

幸
子
（
本
人
の
会
）

　

〃　
　

岡
野　

茂
一
（
事
務
局
）

理　

事　

石
原
眞
季
江
（
岡
山
地
域
）

　

〃　
　

桂
木　

一
男
（
岡
山
地
域
）

　

〃　
　

福
田　

耕
治
（
岡
山
地
域
）

　

〃　
　

延
藤
美
智
子
（
東
備
地
域
）

　

〃　
　

渡
邉　

博
子
（
岡
山
地
域
）

　

〃　
　

藤
森　

明
美
（
高
梁
地
域
）

　

〃　
　

荒
木　

美
幸
（
新
見
地
域
）

　

〃　
　

藤
林
小
百
合
（
相
談
員
協
議
会
）

　

〃　
　

村
上　

三
子
（
津
山
地
域
）

　

〃　
　

山
本　

敏
子
（
勝
英
地
域
）

　

〃　
　

髙
田　

桂
子
（
井
笠
地
域
）

　

〃　
　

中
山　

恵
美
（
岡
山
地
域
）

　

〃　
　

片
山　

満
子
（
倉
敷
地
域
）

　

〃　
　

村
木　

享
子
（
総
社
地
域
）

　

〃　
　

河
本　

修
治
（
津
山
地
域
）

　

〃　
　

小
林　

大
輔
（
福
祉
協
会
）

　

〃　
　

守
屋
八
洲
夫
（
岡
山
地
域
）

　

〃　
　

関
山
久
仁
枝
（
倉
敷
地
域
）

　

〃　
　

坂
本　

雅
美
（
井
笠
地
域
）

　

〃　
　

岡
本　

明
子
（
津
山
地
域
）

　

〃　
　

瀬
島　

完
司
（
真
庭
地
域
）

監　

事　

河
合　
　

勇

　

本
山
喜
朗
監
事
は
継
続

〔
退
任
さ
れ
た
役
員
〕

〔
理　

事
〕

　

日
下　
　

功
（
会　
　

長
）

　

中
島　

知
子
（
副
会
長
）

　

芦
田　

郷
一
（
真
庭
地
域
）

　

歌
川　

健
造
（
倉
敷
地
域
）

　

原
田
て
つ
よ
（
井
笠
地
域
）

　

岩
月　

成
臣
（
事
業
所
協
議
会
）

　

延
堂　

雅
弘
（
教
育
関
係
）

　

五
代
儀
幸
司
（
福
祉
協
会
）

　

宮
川
健
吾
理
事
は
任
期
中
に

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　〔
監　

事
〕

　

關
野　

茂
夫

　
　

 

關
野
監
事
は
事
務
局
で
仕
事
を

　

  

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

育
成
会
活
動
の
推
進
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

新役員が決まりました　任期：令和５年・６年の２年間
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　2023年6月開催「2023年SO夏季世界大会・ベルリン」へはバドミン
トン、陸上競技で各1名のアスリートを岡山から排出しました。
　5月から通常通りの活動が再開し、アスリート達は思う存分活動を
楽しんでいます。地区大会も6競技で開催され、コロナ渦でなかなか
活動ができなかっただけに、スポーツができるありがたさを噛みしめ
ながら楽しみました。
　スペシャルオリンピックスは知的障害のある人たちに年間を通じて
、スポーツトレーニングと競技会を提供し社会参加を応援する国際的
なスポーツ組織です。

知的障害のある方々のご入会をお待ちしています！

育成会のパンフレット

啓発活動に

活用してくだ

さい。

必要部数を請

求していただ

ければ送付し

ます。

一般社団法人 岡山県手をつなぐ育成会一般社団法人 岡山県手をつなぐ育成会
共生社会の実現を目指し ～共に手を携えて～共生社会の実現を目指し ～共に手を携えて～

県大会　～本人大会～
“ボッチャ” を楽しむ

　約70年前の1952年（昭和27年）に、東京で知的障害児を持つ３人の母親が障

害のある子の幸せを願い、仲間の親・関係者・市民に呼びかけ、手をつなぐ

親の会が設立されました。その後、各都道府県にも育成会（親の会）が設立さ

れ、1955年（昭和30年）には、全国組織の会となりました。

　岡山県でも、1959年（昭和34年）に育成会が結成されました。今では60年以

上の歴史をもつ会となり、共生社会の実現を目指して活動を続けています。

　会の原点である、お互いに悩み、支えあうことを大切にして、障害のある人

と家族の生活を守るとともに、地域の関係機関、福祉団体と協働し、地域福祉

の充実に貢献できる活動に取り組んでいきたいと思います。

知的・発達障害のある人とその親・家族、支援者の団体です知的・発達障害のある人とその親・家族、支援者の団体です

育成会（親の会）は・・・

愛 の 募 金

昨年度は約７００万円の募金

をいただきました。

募金額の１／２を募金団体で、

１／２を県育成会で障害のある

人達の自立と社会参加の活動

に役立たせていた

だきました。

ありがとうござい

ました。
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